
                     2022年 3月 1日  

 

会員の皆様へ 

葬送の自由をすすめる会 

 

財政再建に関わる緊急アンケート 

 

ご回答のお願い（案） 

  

 

いつも当会を支えていただきまして，誠にありがとうございます。お陰様で「葬送の自由をすす

める会」は，発足 30周年を迎えることができました。 

長く続くことは素晴らしいことなのですが，近年は世代交代が進まないなか，新規会員数の伸び

悩みや会員の高齢化に伴うご逝去などにより，収入の大部分を占める会費収入は減少の一途をたど

っています。 

その結果，本会の安定した存続・発展を願うという観点から考えますと，本会の財政は決して安

泰ではなく厳しい状況にあります。 

このような状況の改善を図るために，いろいろな経費削減策（賃貸料を節減するための本部事務

所の移転・会報誌『再生』の送付方法の変更・各種会議のオンライン化等）に取り組んできました。

にもかかわらず一朝一夕には状況が好転せず，先般，中村新会長から次のような提言が行われまし

た。 

「ここ数年続いている会の財政的な赤字をこのままほっておいていいのでしょうか。赤字は 

会の財産で補填できているのが現状です。しかし，先人たちが長い時間をかけて築き上げ 

てきたものを，私たちが使い続けていいものでしょうか。このままの状態が続くと，いずれ 

資産も O になります。」【参考】各年度の赤字(2020 年 188 万円, 2019 年 675 万円, 2018 年

713万円, 2017年 550万円, 2016年 511万円, 2015年 820万円）※2020 年の赤字が少ない

のは，持続化給付金を受けたことによる。 

 

この提言を受けて,財政再建案検討委員会が立ち上がり,すでに８回の会合を開いています。『再

生』第 124号でもお知らせしましたが,財政再建策をめぐって真剣な議論が続いています。 

そのなかで，やはり一度会員の皆様方から率直なご意見をお聞かせいただく必要があるという結論

に達し，このようなアンケートを実施することになりました。 

聞かせていただいた率直なご意見を参考にしながら財政再建にむけて取り組んでいきたいと考

えています。 

また，せっかくの機会ですので，設問の後半では会のこれからの「あり方」についての皆様方の

要望などもお聞きし，より皆様の声を反映した会にしていきたいと考えています。 

お忙しいなかですが，どうかアンケートにご協力頂きますようお願いします。 

 

なお, ご回答の締め切りは 2 0 2 2 (令和４）年 3月 31日とさせて頂きます。 



 緊急アンケート 回答用紙   

◎ 回答欄の該当する数字を○で囲んでください．また，必要に応じてご記入ください． 

財政再建についての質問   

① 会で所有する資産(約２億円)を，一定程度のリスクはあるが, 専門家と十分協議しながら投資信託，株，債券保有等   

  で運用することについては,どのようにお考えでしょうか？ 

 １．賛成    ２．反対    ３．条件付き（元本割れがないこと）で賛成    4．よく分からない 

② 上記①以外の具体的運用として，専門家と十分協議しながら不動産(ビル・マンション等)を取得することによる資産 

  運用がありますが，これについてはどのようにお考えでしょうか？ 

 １．賛成    ２．反対    ３．条件付き賛成(その場合の条件について以下の余白にご記入ください) 

 

 

③ 資産運用以外の財政再建策として，年会費の値上げ案(現在3,000円→4～5,000円)があります。この年会費値上げ案   

    についてのお考えを聞かせてください(ちなみに年会費3,000円は30年前の本会発足当時から変わっていません). 

 １．賛成    ２．反対     ３．条件付き賛成(       円までならば値上げもやむをえない) 

④ 本会の財政再建案として，収入増または経費減で，何かご提案いただけることがあれば，項目だけでも結構ですの 

  で，以下の余白にご記入ください． 

本会への入会のきっかけ・要望・依頼についての質問  

⑤ 当会に入会された，主たる動機は何でしょうか？ (複数回答可) 

 １．自然葬という，自然へ回帰する考え方に賛同したため   ２．自身の自然葬を実施してもらうため 

 ３．家族や親族等が入会していたため  ４．現在の葬儀の在り方に賛成できないため 

 ５．墓には入りたくないため      ６．その他（具体的に記入：                    ） 

⑥ ご自身や家族の老後や死後のことで, 気がかりなことは何ですか？ (複数選択可) 

 １．老後のケガや病気，認知症になった時の支援について  ２．墓守や永代供養，「墓じまい」について   

 ３．葬儀，死後の相続手続きや事務手続きについて     ４．自分の死後における自然葬の確実な執行について 

 ５．１～４以外で気がかりなこと, または会への要望・依頼・相談事項など（以下の余白にご記入ください） 

 

                                                

⑦ 上記⑥の回答のいずれかに○をつけた方で，当会が支援を斡旋することができるような条件が揃った場合，そ 

  の支援に興味はおありでしょうか？ 

 １．興味がある    ２．興味がない    ３．どちらとも言えない 

⑧ その他「会」の活動やあり方に関して，お気づきの点やご要望がございましたら, 以下の余白にご記入ください. 

 

 

 ファクス(本用紙）  ファックス番号＝ ０３－５５７７－６２４９ 

 郵便（本用紙） 〒１０１－００３１ 東京都千代田区東神田１－４－１ K＆S FIELDビル6階 

        NPO法人 葬送の自由をすすめる会 宛 

 

回
答
の
方
法 

お名前 電話番号 

       （もしお差し支えなければ、お名前と電話番号をご記入ください.） 

回答締め切り：2022年 3月31日  財政再建案 

E-mail,インターネット E-mailアドレス：saisei@shizensou.net   本会ホームページのQRコード（下記 ↓） 


